
献できましたことに、ひとえに安堵するところでございま
す。
　競馬について見ますと、昨年はコントレイル号による
無敗の３歳牡馬三冠達成、デアリングタクト号による同
じく無敗による３歳牝馬三冠達成という歴史的快挙に
代表されるように、日高産馬が大いに活躍した年とな
りました。活躍馬を輩出されました組合員の皆様方に
心よりお祝い申し上げます。全国の競馬場が無観客主
体の開催を余儀なくされるなか、中央競馬については、
３兆円に迫る売得金（12月20日現在２兆8,759億円、
前年比103.8％）となり、９年連続で売上増となりました。
また、地方競馬についても、全主催者が売上増となるな
か、ホッカイドウ競馬は、520億4480万円と過去最高
の発売記録を更新しております。中央・地方競馬ともに
売上が伸びた要因は、インターネット投票の普及がコ
ロナ禍の自粛生活の特別な需要に結び付いたことが
挙げられますが、昨年の競馬界が歴史的な快挙や話題
が随所に加わり、スポーツ界を先導するかたちで競馬
の魅力が大いに発信されたことが要因の一つと推察す
るところでございます。
　組合事業につきましては、お陰様で各事業とも計画通
りの決算を迎えることができました。当面の間は、新生
活様式が提唱されるように、コロナと隣り合わせの状
況が続くことが予測されますので、今後の事業計画に
ついては、感染症の動向に十分注視しながら策定にあ
たって参ります。併せて、本年に順延となりました東京オ
リンピックの開催を踏まえつつ、北海道市場の開催、運
営を進めて参ります。
　本年も役職員一同、組合運営に積極的に取り組み、
軽種馬生産界発展に向け誠心誠意努力して参ります。
組合員皆様にとりまして、佳き１年となりますよう、心より
ご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせて頂きます。本年
も宜しくお願い申し上げます。
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 新年、あけましておめでとうございます。

代表理事組合長 　木　村　　　貢

　新年、明けましておめでとうございます。組合員皆様
におかれましては、穏やかな新春をお迎えのこととお慶
び申し上げます。日頃より当組合の事業運営につきまし
て多大なるご理解、ご協力を賜り心よりお礼申し上げま
す。
　さて昨年を振り返りますと、新型コロナウイルス感染
症により、世界全体が未曾有の苦境に立たされる一年
となりました。春先の急速な拡大に歯止めがかからず、
４月には緊急事態宣言が発出され、国内全体が経済
活動の急停止を余儀なくされました。５月末までの自粛
期間を経て、６月以降、制限の緩和とともに徐々に日常
生活の再開が始まったものの、感染第２波、第３波が繰
り返し押し寄せ、収束を見ぬまま2020年を終えており
ます。
　北海道市場においても、緊急事態宣言の発出に伴
い、トレーニングセールの開催中止を決定する止むな
きに至りました。組合員始め上場者の皆様、購買者並
びに飼養者の皆様には多大なるご迷惑をお掛け致し
ましたことに対し、心よりお詫び申し上げます。また、セ
レクションセールの開催日程を順延し、８月のサマー
セールとの同時開催とさせて頂いたことにつきましても、
関係者皆様方の多大なるご理解とご協力を賜り、重ね
て感謝申し上げます。
　このようななか、昨年の北海道市場は、セレクション
セール・サマーセール、セプテンバーセール、オータム
セールと、いずれの市場も大変な盛況のもと開催させ
て頂き、売上総額127億8233万円と過去最高を記録
することとなりました。購買者、上場者始め関係者皆様
方に心より厚く御礼申し上げます。市場開催にあたりま
しては、感染症情報に連日注視しつつ、有効な手段を
模索しながら最大限の感染防止対策に努めるとともに、
関係者のみならず地域の皆様のご理解とご協力を賜り
ながら開催させて頂くこととなりました。コロナ禍による
厳しい経済情勢の渦中において、日高の地域経済に貢



　新年、明けましておめでとうございます。組合員の皆様
におかれましては平素より組合の事業運営にご指導、ご協
力をいただき心より感謝申し上げます。昨年は新型コロナ
ウイルス症感染拡大という想像もしなかった一年ではあり
ましたが、令和３年という新春を迎えるにあたり、謹んでご
挨拶を申し上げます。
　さて昨年を振り返りますと、コロナ禍のなか３月に来賓
のご出席をお断りし、書面議決書を核とした総代会を開催
させて頂きました。総代の皆様のご協力に改めて御礼申し
上げます。北海道市場の開催については、この時期既にト
レーニングセールに向けた準備を進めておりましたが、４
月の緊急事態宣言発出により止む無く中止に至り、上場者
を始め関係各位に多大なご迷惑をお掛け致しましたこと
深くお詫び申し上げます。如何ともしがたい状況の中、以
降開催する市場の在り方について、担当委員会・理事会
を中心に慎重に協議を進めて参りました。その結果セレ
クションセールを１ヶ月延期し、サマーセールに併せた開
催を計画し、できる限りのコロナ対策を準備し開催させて

新年のご挨拶

参事　川  越  敏  示

頂きました。上場者各位の優良馬の上場と購買者各位の
旺盛な購買意欲に支えられ、開催した各市場に於いても
記録を塗り替えるなど北海道市場開設以来最高の結果を
残させて頂いた事は、私達主催者としては驚きとともに、ご
支援ご協力を頂いた多くの皆様に感謝申し上げるばかり
でございます。それぞれの市場を見てみますと新規購買者
の増加、各馬主会の団体購買の増加等大変有り難い内容
ではありますが、各競馬場での競馬開催が絶えること無く
レースを継続頂いた事がこの様な結果に繋がったものと、
競馬開催にご尽力頂いた全ての皆様に敬意を表する次
第です。
　市場施設につきましても、昨年は新厩舎1棟を建設する
と共に、西側木造厩舎の嵩上げ等を行っております。また
コロナ対策として、市場施設内の換気の改善、三密回避
のため外部セリ場の設置。会場設置についてはソーシャ
ルディスタンス確保のため、休憩用テントの倍増などを実
施して参りました。このパンデミックが一日も早く収束する
ことを祈るばかりでございます。
　新たな年を迎えましたが、今年も北海道市場で組合員
の愛馬が一頭でも多く、また高く評価頂けるよう努力すると
共に、皆様のご期待に応えられるよう役職員一丸となって
努力して参ます。
　令和３年が素晴らしい１年となる事を祈念し年頭のご挨
拶に代えさせて頂きます。

理 事 会 の 内 容 に つ い て
【第11回理事会】
◇令和２年11月27日　12時30分　静内支所

〈報告事項〉
１．第１回振興会長会議の内容について
２．第１回役員定数問題審議会の内容について
３．第１回役員報酬審議会の内容について
４．第３回業務・配合委員会の内容について
５．ＪＲＡ運営審議会の内容について
６．第２回生産等に関する協議会の内容について
７．第10回市場委員会の内容について
８．第６回総務・診療委員会の内容について
９．人事異動の内容について

〈議　　案〉
１．10月末現在収支見込みについて
２．年末賞与の支給について

〈協議事項〉
１．その他

【第12回理事会】
◇令和２年12月15日　12時30分　静内支所

〈報告事項〉
１．第11回引退競走馬に関する検討委員会の内容につ

いて
２．第２回ＪＢＢＡ種牡馬管理配合委員会の内容について

３．第１回軽種馬生産育成総合対策事業運営委員会の
内容について

４．ＪＢＢＡ第７回理事会の内容について
５．第11回・第12回市場委員会の内容について
６．第７回総務・診療委員会の内容について

〈議案〉
１．給与規程の一部改正について
２．給与の改定について
３．令和３年度収支予算（案）について
４．令和３年度北海道市場開催日程について
５．第50回総代会の開催日程について

〈協議事項〉
１．その他

②

人事異動のお知らせ
【辞令】
〔12月21日付〕
　　青木　栞
　　　診療事業部診療課門別診療所
　　　　（診療事業部診療課浦河診療所）

　　櫻井　健太朗
　　　　診療事業部診療課浦河診療所
　　　　（診療事業部診療課門別診療所）



③

　年が明けて、早い所ではお産に向けて準備

をしだしたところでしょうか。

　今回は、馬の疝痛の中でも寒い時期に多く

なる便秘疝について書かせていただこうと思

います。

・原因
　冬に便秘疝が多くなる要因としては、運動

量が減ることで腸管の動きが弱くなること、

飲水量が減る・水分の多い青草を食べられな

くなるため糞便中の水分量が減ることで硬く

なることなどが考えられます。また、敷料の

麦わらなどを食べることでも便秘が起こりや

すくなります。

・予防
　運動不足および水分不足が主な要因である

ため、予防には十分な運動と水分摂取が必要

です。

　寒くなり雪が積もれば、放牧していても運

動量が減ってしまいます。糞便が固くなるな

どの兆候が見られる馬では、ウォーキングマ

シンや引き運動での積極的な運動が必要にな

ります。水桶の水が冷たかったり、凍ってい

たりすると飲水が出来ないため、飲水量の

チェックとこまめに新鮮な水に変え、放牧中

でも飲水できる環境を整えることも重要です。

温水を入れてあげるのも効果的です。餌に塩

を混ぜることで飲水を促すこともできます。

・治療
　便秘疝の治療としては、絶食、運動や静脈

内輸液で腸管蠕動の促進、下剤による便の排

出があります。

　下剤には主に、塩類下剤(腸管内に水分を

引っ張ってくる)・流動パラフィン(油)など

の潤滑剤の経口投与が挙げられます。しかし、

完全に糞便が詰まっている状態で下剤をかけ

ると腸管破裂などの危険があるため気を付け

なければいけません。特に、塩類下剤は腸管

内で多量の水分を含みながら膨張するため注

意が必要です。

・盲腸便秘
　糞便の停滞は、内径が細くなる結腸の骨盤

曲で起こりやすいですが、盲腸出口も細いた

め、盲腸便秘が起こることもあります。盲腸

は、袋状に突き出した構造のため、下剤を投

与しても宿便が排泄できず、最終的には開腹

手術の必要が出てきます。特に治療により一

度疝痛が治まっても再発を繰り返すような場

合では、盲腸便秘を疑う必要があります。

・繁殖牝馬
　分娩前後の繁殖牝馬では、子宮に押され腹

腔のスペースが狭く、糞便が停滞しやすいた

め、特に便秘疝への注意が必要です。また下

剤での治療は、分娩前は腸管の膨張による疼

痛が強く出やすく、分娩後では膨張した腸が

空いたスペースへと変位することもあるため、

投与には慎重な判断が必要です。

便秘に注意
静内診療所　野 坂 拓 史

　小粒で、水分の少ない硬いボロが見られる

場合は注意し早めの対策を取りましょう。

馬獣医のよもやま話○　野坂拓史獣医師84



31日　第87回日本ダービー

　　　コントレイル号優勝

　　　新冠・㈱ノースヒルズ生産

６　月
３日　日高生産農業協同組合連合会第72回通常総会

７日　第70回安田記念

16日　浦河地方法人会軽種馬支部総会（書面決議）

17日　第５回市場委員会

23日　北海道農業協同組合中央会第66回通常総会

24日　第43回帝王賞

26日　第６回市場委員会

28日　第61回宝塚記念

29日　北海道軽種馬振興公社第１回理事会

７　月
１日	 ＪＢＢＡ第４回理事会（書面決議）

８日	 第22回ジャパンダートダービー

27日	 北海道軽種馬振興公社第44回通常総会

	〃	 北海道軽種馬振興公社第２回理事会

28日	 第３回監事会

	〃	 中間監査（～ 29日）

30日	 第７回市場委員会

30日	 第３回市場委員会

	〃	 役員協議会

 〃	 第６回理事会

５　月
１日	 ＪＢＢＡ第３回理事会（書面決議）

３日	 第161回天皇賞(春)

５日	 第32回かしわ記念

　　　ワイドファラオ号優勝

　　　静内・㈲フジワラファーム生産

10日	 第25回ＮＨＫマイルカップ

12日	 第７回理事会（書面決議）

 〃	 トレーニングセール（中止）

16日	 セレクションセール実馬検査（～ 22日）

17日	 第15回ヴィクトリアマイル

24日	 第81回優駿牝馬（オークス）

　　　デアリングタクト号優勝

　　　門別・㈲長谷川牧場生産

26日	 軽種馬生産構造改革推進会議定期総会（書面決議）

	〃	 日高軽種馬振興対策推進協議会令和２年度定期総

会（書面決議）

27日	 第４回市場委員会

28日	 第８回理事会

１　月
21日	 第１回総務・診療委員会

	〃	 第１回理事会

24日	 販路拡大陳情(大井)

27日	 決算監査（～ 29日）

29日	 第69回川崎記念

31日	 第１回市場委員会

	〃	 第２回総務・診療委員会

	〃	 第２回理事会

２　月
１日	 新規馬主競馬観戦会市場ＰＲ(京都)

３日	 平取町軽種馬生産振興会第55回通常総会

４日	 ＪＢＢＡ静内種馬場種付安全祈願祭

	〃	 門別軽種馬生産振興会第70回定期総会

５日	 荻伏軽種馬生産振興会平成31年度通常総会

	〃	 日馬振令和２年賀詞交歓会

６日	 浦河町軽種馬生産振興会第71回定期総会

７日	 三石軽種馬生産振興会平成31年度通常総会

	〃	 新冠町軽種馬生産振興会第72回定期総会

８日	 新規馬主競馬観戦会市場ＰＲ(東京)

12日	 ＪＢＢＡ種牡馬展示会

	〃	 様似町軽種馬生産振興会第57回通常総会

13日	 静内軽種馬生産振興会第73回通常総会

19日	 第３回総務・診療委員会

	〃	 第３回理事会

23日	 第37回フェブラリーステークス

26日	 ＪＢＢＡ第１回理事会

３　月
５日	 ＪＲＡ運営審議会

10日	 北海道農業協同組合中央会第92回臨時総会

12日	 第55回胆振軽種馬農業協同組合総会

13日	 第49回総代会

23日	 北海道軽種馬振興公社第５回理事会

24日	 ＪＢＢＡ令和２年度通常総会

	〃	 ＪＢＢＡ第２回理事会

29日	 第50回高松宮記念

31日	 第47回十勝軽種馬農協協同組合総会

４　月
３日	 第２回市場委員会

	〃	 第４回総務・診療委員会

	〃	 第４回理事会

５日	 第64回大阪杯

12日	 第80回桜花賞

　　　デアリングタクト号優勝

　　　門別・㈲長谷川牧場生産

14日	 第１回業務・配合委員会

	〃	 役員協議会

15日	 ホッカイドウ競馬開幕

16日	 トレーニングセール中止に係る説明会

	〃	 第５回理事会（書面決議）

18日	 第22回中山グランドジャンプ

　　　オジュウチョウサン号優勝

　　　平取・㈲坂東牧場生産

19日	 第80回皐月賞

　　　コントレイル号優勝

　　　新冠・㈱ノースヒルズ生産

28日	 日高総合開発期成会定期総会（書面決議）

	〃	 ＪＲＡブリーズアップセール（入札）（～ 30日）

④

2017年を2020年を2020年を



⑤

５日	 ホッカイドウ競馬閉幕

12日	 ＪＲＡ運営審議会

13日	 第１回振興会長会議

	〃	 第１回役員定数問題審議会

	〃	 第１回役員報酬審議会

	〃	 第３回業務・配合委員会

15日	 第45回エリザベス女王杯

20日	 第２回生産等に関する協議会

22日	 第37回マイルチャンピオンシップ

26日	 第10回市場委員会

27日	 第６回総務・診療委員会

	〃	 第11回理事会

29日	 第40回ジャパンカップ

12　月
１日　第11回引退競走馬に関する検討委員会

６日　第21回チャンピオンズカップ

７日　第11回市場委員会

９日　第２回ＪＢＢＡ種牡馬管理配合委員会

10日　第１回軽種馬生産育成総合対策事業運営委員会

	〃	　ＪＢＢＡ第７回理事会

13日　第72回阪神ジュベナイルフィリーズ

	〃	　第22回香港スプリント

　　　ダノンスマッシュ号優勝

　　　三石・㈲ケイアイファーム生産

14日　第12回市場委員会

15日　第７回総務・診療委員会

	〃	　第12回理事会

16日　北海道市場運営協議会

	〃	　第71回全日本２歳優駿

　　　アランバローズ号優勝

　　　新冠・㈲大狩部牧場生産

20日　第72回朝日杯フューチュリティステークス

26日　第143回中山大障害

	〃	　第37回ホープフルステークス

27日　第65回有馬記念

29日　第66回東京大賞典

	〃	 第２回業務・配合委員会

16日	 第５回総務・診療委員会

	〃	 第10回理事会

18日	 第25回秋華賞

　　　デアリングタクト号優勝

　　　門別・㈲長谷川牧場生産

19日	 オータムセール（～ 20日）

25日	 第81回菊花賞

　　　コントレイル号優勝

　　　新冠・㈱ノースヒルズ生産

11　月
１日	 第162回天皇賞（秋）

３日	 第１回ＪＢＣ２歳優駿

　　　ラッキードリーム号優勝

　　　静内・㈲谷岡牧場生産

	〃	 第10回ＪＢＣレディスクラシック

　　　ファッショニスタ号優勝

　　　門別・ダーレー ･ジャパン･ファーム㈲　生産

	〃	 第20回ＪＢＣスプリント

　　　サブノジュニア号優勝

　　　静内・㈲藤沢牧場生産

	〃	 第20回ＪＢＣクラシック

	〃	 ＨＢＡ賞ブロッサムカップ

　　　モリノオーシャン号優勝

　　　浦河・田中スタッド生産

８　月
６日	 第９回理事会

	〃	 ＪＲＡ・ＪＢＢＡ日高地区生産地懇談会

24日	 セレクションセール

25日	 サマーセール（～ 28日）

９　月
１日	 第８回市場委員会

８日	 北海道軽種馬振興公社第３回理事会（書面決議）

22日	 セプテンバーセール（～ 24日）

10　月
４日	 第54回スプリンターズステークス

７日	 北海道軽種馬振興公社第４回理事会

	〃		 第９回市場委員会

８日	 ＪＢＢＡ第５回理事会

	〃	 ＪＢＢＡ第６回理事会

	〃	 第１回ＪＢＢＡ種牡馬管理配合委員会

９日	 第１回生産等に関する協議会

12日	 第33回マイルチャンピオンシップ南部杯

	 アルクトス号優勝

　　　新冠・㈲須崎牧場生産

14日	 第１回配合委員会

振り返って振り返って振り返って

　新年は１月６日（水）まで事務所
を閉所させていただきます。
１月７日（木）より通常営業となり
ます。
　ご不便をお掛けしますが、ご了
承いただきますようお願い申し上
げます。

令和３年（2021年）
新年の事務所営業の

お知らせ



⑥

令和３年度　中央競馬重賞競走日程令和３年度　中央競馬重賞競走日程



⑦

令和３年度　中央競馬重賞競走日程令和３年度　中央競馬重賞競走日程



令和３年度　中央競馬生産牧場賞等交付基準

レース区分

賞　区　分

Ｇ１・Jpn１競走 その他の重賞競走 リステッド競走
重賞競走以外の

特別競走

一般競走

１勝以上 新馬・未勝利

１着

生 産 牧 場 賞 １００ ６５ ５０ ４５ ３８ ３４
繁殖牝馬所有者賞 １３０ ８０ ５５ ５０ ４０ ３６

２着

生 産 牧 場 賞 　４０ ２６ ２０ １８ １５ １４
繁殖牝馬所有者賞 　５２ ３２ ２２ ２０ １６ １４

３着

生 産 牧 場 賞 　２５ １６ １３ １１ １０ 　９
繁殖牝馬所有者賞 　３３ ２０ １４ １３ １０ 　９

４着

生 産 牧 場 賞 　１５ １０ 　８ 　７ ０
繁殖牝馬所有者賞 　２０ １２ 　８ 　８ ０

５着

生 産 牧 場 賞 　１０ 　７ 　５ 　５ ０
繁殖牝馬所有者賞 　１３ 　８ 　６ 　５ ０

レース区分

賞　区　分

国際の

Ｇ１・Jpn１競走

その他の

国際の重賞競走
リステッド競走

重賞競走以外の国際の

オープン特別競走

１着

生 産 牧 場 賞 １５０ 　９５ ６５ ５５

繁殖牝馬所有者賞 １８０ １１０ ７０ ６０

２着

生 産 牧 場 賞 　６０ 　３８ ２６ ２２

繁殖牝馬所有者賞 　７２ 　４４ ２８ ２４

３着

生 産 牧 場 賞 　３８ 　２４ １６ １４

繁殖牝馬所有者賞 　４５ 　２８ １８ １５

４着

生 産 牧 場 賞 　２３ 　１４ １０ 　８

繁殖牝馬所有者賞 　２７ 　１７ １１ 　９

５着

生 産 牧 場 賞 　１５ 　１０ 　７ 　６

繁殖牝馬所有者賞 　１８ 　１１ 　７ 　６

（単位　万円）

外の出走があった場合は下表のとおり交付

⑧

※前年度と変更はありません。


